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発行  西東京市公民館

12月 1日

毎月第４月曜日は休館日です

西東京市

声の「公民館だより」をお届けしています。知り合いで希望される方がいらっしゃいましたら、谷戸図書館（電話042-421-4545）へお問い合わせください。

今月号の内容
２面…	子ども対象書き初め講座、小・中学生の書き初

め講座、子ども実践講座、子ども体験講座、子
ども対象講座、料理講座、やぎさわディスコ、
公民館について考える集い　ほか

３面…日本の文化を学ぶ講座、下野谷遺跡から学ぶ、
郷土史講座、映像から見る現代　ほか

田無町公民館開設（田無町335 番地、現西東京郵便
局の場所）
（廃止された自治体警察
田無町警察署の庁舎を改修）
田無小学校前の仮事務所に
移転
田無公民館落成式
（西東京市民会館があった
	場所に木造の公民館を新設）

市制施行

市民福祉会館建設に伴い、町立公民館は取り壊され、
公民館事務所は田無児童集会室に移転

公民館条例廃止
公民館の事業は社会教育課に引き継がれる
「田無市立公民館条例」施行
田無市立中央公民館（現田無公民館）開館

公民館だより創刊号発行

芝久保地区社会教育施設検討協議会発足

谷戸地区社会教育施設建設委員会発足

田無市立芝久保公民館開館

田無市立谷戸公民館開館
独立館方式の３館体制となる。

保谷中学校開校（現保谷小学校と同じ場所にあった）
保谷町公民館設立（保谷中学校内に併設）
保谷中学校移転に伴い、公民館も移転（上保谷1367 番地、現保谷町四丁目）
「保谷町公民館設置条例」制定。公民館運営審議会発足
「保谷町教育委員会設置条例」制定
「保谷町青年学級開設に関する条例」制定
保谷中学校移転に伴い、公民館も移転（上保谷389 番地、現柳沢公民館がある場所）
公民館に専任職員配置
「保谷町公民館運営に関する規則」制定
「公民館だより」発行
「保谷町公民館使用条例」制定
保谷町公民館建設・開館（上保谷300 番地、現東伏見小学校敷地内）
（保谷第二小学校改築に伴って出た古材を使用して建設）
市制施行
機構改革により１課３係となり、社会教育係から公民館係が独立する。
（社会教育課公民館係）
住吉町に公民館開館（図書室開設）。名称「保谷市公民館」	本館の役割
を担う。旧公民館は「東伏見分館」となる。
保谷市公民館条例改正（第7条使用料、第8 条使用料の納入削除）公
民館施設使用料が無料になる。
専任公民館長配置（社会教育課より分離独立。課待遇となる）
「公民館だより」発行復刊（手書き謄写印刷）
「公民館だより」市報最終ページに掲載（月２回）
「公民館だより」独立発行（月１回）
東伏見分館が独立して「東伏見公民館」となり、「住吉公民館」（旧本館）
と２館体制となる。（独立館方式）
（仮称）柳沢駅前公民館・図書館建設に伴う懇談会実施
柳沢駅南口公民館・図書館建設検討委員会発足
柳沢公民館開設準備室設置
保谷市立東伏見公民館廃館
保谷市立柳沢公民館開館
ひばりが丘地区公民館建設検討委員会発足
ひばりが丘公民館開設準備室設置
保谷市立ひばりが丘公民館開館。独立館方式による３館体制となる。
「公民館だより」毎月発行から隔月発行に変更（偶数月発行）
「保谷市公民館条例」	廃止
「保谷市公民館設置及び管理等に関する条例」	施行
独立館方式から中央館方式に変更
（中央館：柳沢公民館、分館：住吉公民館、ひばりが丘公民館）

　旧田無市では、1952（昭和27）年、現西東京郵便局
の場所に、廃止された自治体警察田無町警察署の庁
舎を改修して田無町公民館が開設されました。１９５９
（昭和34）年には、西東京市民会館があった場所に公民
館が新設され、移転します。しかし、1968（昭和43）年
に市制施行記念として公民館の所在地に市民福祉会館
（旧西東京市民会館）の建設が決まると、公民館は取り
壊され、１９６９（昭和44）年、公民館条例も廃止されま
した。公民館の事業は社会教育課に引き継がれます。
　それから７年後、公民館主催の婦人学級などで学んだ
市民の建設運動によって公民館は再建されます。市民
は、都知事に対して公民館建設のための補助金交付を
求める陳情も行いました。そうした市民の運動の結果、
建設予定だった図書館に公民館が併設されることにな
りました。そして、1975（昭和50）年６月、中央公民館（現
田無公民館）が開館しました。
　その後建設された芝久保公民館、谷戸公民館は、それ
ぞれ、芝久保地区社会教育施設検討協議会、谷戸地区社
会教育施設建設委員会が発足し、市民の要望が取り入れ
られました。1978（昭和53）年の社会教育委員の会議の
答申「社会教育施設の施設計画について」（教育委員会
諮問）の中では、各館ごとにテーマをもった機能を充実
させるという、後に「３館構想」といわれる考え方が示さ
れていました。芝久保公民館は美術制作室の充実、谷戸
公民館は視聴覚室の設備充実が行われました。

　旧保谷市の公民館は、1947（昭和22）年10月に、現
在の保谷小学校と同じ場所にあった保谷中学校内に設
置されたことに始まります。東京都で4番目に設立さ
れた公民館でした。1961（昭和36）年には、東伏見小
学校敷地内に独立した建物ができて移転。1971（昭和
46）年に住吉町に本館が開館すると（旧住吉公民館）、東
伏見小学校内の公民館は分館となりました。
　1982（昭和57）年４月には、東伏見分館が独立して館
長と職員が配置され、住吉公民館と東伏見公民館の2
館体制となりました。
　翌年２月、柳沢駅南口に建設される都営住宅に、公民
館・図書館が併設されることが決まりました。当時、保
谷市は、教育中期計画で、市内４駅の近くに公民館を設
置する４館構想を策定していました。柳沢公民館は、そ
の構想を現実のものとする初めての公民館でした。翌
３月、教育委員会は、東伏見小学校で「市民の意見を聞
く会」を開き、この場で参加者から市民参加の建設検討
委員会の設置が提案されると要綱を制定し、市民の代
表と事務局から構成される柳沢駅南口公民館・図書館
建設検討委員会を発足させました。そして、柳沢公民
館は市民参加で設計されました。1990（平成２）年４月
開館のひばりが丘公民館も、ひばりが丘地区公民館建
設検討委員会が組織され、市民参加で設計されました。
　合併の前年、2000（平成12）年４月に、旧保谷市公民
館は独立館方式から中央館方式へと変わりました。

● 旧田無市の公民館 ●

〜 旧田無市 〜

● 旧保谷市の公民館 ●

〜 旧保谷市 〜

※写真は、西東京市中央図書館	地域・行政資料室所蔵

西東京市公民館のあゆみ 　旧田無市、旧保谷市の時代まで遡って、西東京
市公民館の変遷を紹介します。

1959年田無公民館

1947年 昭和22年 5月
  10　
1948 昭和22 4　
1950 昭和25 6　
1952 昭和27 4　
  10　
1953 昭和28 12　
1955 昭和30 7　
1958 昭和33 4　
1959 昭和34 1　
  6　
  9　
  12　
1961 昭和36 6　
  10　
1967 昭和42 1　
  6　
1968 昭和43 　
1969 昭和44 3　
1971 昭和46 11　
1974 昭和49 4　
1975 昭和50 1　
  6　
1976 昭和51 6　
  11　
1977 昭和52 10　
1978 昭和53 4　
1979 昭和54 2　
  4　
1981 昭和56 　
1982 昭和57 4　
1983 昭和58 3　
1984 昭和59 8　
1986 昭和61 6　
1987 昭和62 4　
  5　
1989 平成元 4　
1990 平成２ 4　
1999 平成11 4　
2000 平成12 4　

〜 西東京市市公民館 〜
年 月 できごと

2000 平成12 6 田無市・保谷市合併協議会において「２地区公民館・４分館方式」を決定

2001 平成13
1

田無市・保谷市合併により西東京市誕生
「西東京市公民館設置及び管理等に関する
条例」制定
２地区公民館・４分館方式となる。
地区公民館の名称を田無公民館（旧中央公民
館）、保谷公民館（旧柳沢公民館）とする。
公民館運営審議会委員は田無地区10人、保
谷地区９人。

6「西東京市公民館だより」創刊号発行（毎月発行）

2003 平成15 9「西東京市公民館設置及び管理等に関する条例」改正

2004 平成16 4

中央館・５分館方式に変更
保谷公民館を中央館とする。
公民館運営審議会を一本化（委員は 14人以下。
うち公募委員２人）

2005 平成17 5
「新しい公民館・図書館のあり方について（提言）」
（西東京市新しい公民館・図書館のあり方策定
委員会）

2008 平成 20
3 西東京市住吉公民館閉館
6 西東京市保谷駅前公民館開館

2015 平成 27 12「西東京市公民館設置及び管理等に関する条例」改正

2016 平成 28 4 西東京市ひばりが丘公民館は柳沢公民館(中央館）の分室となる。

1961年保谷町公民館▶
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　一切れずつ食べてクリスマスを迎え
るというドイツの菓子パンに挑戦して
みませんか。

　算数・数学の面白問題に挑戦！ 考
える楽しさ、思いついた嬉しさを味わ
いましょう。さあ、みんなで頭の体操！
　ナゾ解き開始！

　この冬いちばんのすてきな出会い！
朗読劇とマンドリンのハーモニー。

　昨年12月に出された中央教育審議会答申を受けて、今年、社会教育法が改
定され、社会教育施設の首長部局への移管が可能になりました。在り方が変
わっていくかもしれない今、西東京市公民館のこれからについて、みんなで語
り合いませんか。

　障がいのある人もない人も一緒に楽
しめる「やぎさわディスコ」を開催しま
す。クリスマスももうすぐ！ 仮装大歓
迎です！ 入場無料、どなたでもどうぞ。

　お正月恒例の書き初めをちょっぴ
り早めに公民館で。上達のコツをつ
かんで、納得の作品を仕上げよう！

　映像で「能」の紹介。能面や装束、楽
器の紹介。基本姿勢や所作を体験。

日本の伝統文化「能」を体験
～見て・謡って・動いてみよう～

クリスマスに
シュトーレンを作ろう！

アルキメデスへのとびら
～算数・数学と友だち～

ときめきの朗読劇と
魅惑のマンドリン

市民の自由な学びの場、公民館
～法改定でどうなる？～

【共催事業】
みんなで踊ろう！
やぎさわディスコ

谷戸

谷戸

芝久保

田無 保谷駅前ひばりが丘

柳沢

柳沢

時 12月２６日（木）①10時～ 11時半
 ②11時～ 12時半③14時～ 15時半
場 芝久保公民館
対 市内在住・在学の①小学3～ 4年生
 ②小学5～ 6年生③中学1～ 3年生
定 各回１２人（申込順）
講 伊藤邦子（書道講師）
持 書道道具・お手本・書き初め用紙（3

枚）・練習用半紙（5枚）・新聞紙１
日分

申 12 月４ 日（水）10
時から電話で芝久
保公民館へ

時 12月26日（木）10時～ 12時
場 谷戸公民館
対 市内在住の小学生
定 30人（申込順）
講 小早川 修・小早川康充（日本能楽

会会員、シテ観世流）
持 白足袋または白い靴下
申 12月４日（水）１０時から電話かメー

ルで谷戸公民館へ

　筆で文字を書くことに親しみなが
ら、作品を仕上げましょう。

　冬休みに墨
す み

をすり、筆を持ち、書く
という日本の伝統文化に触れて、納得
の1枚を仕上げましょう。

時 12月22日（日）13時～ 16時
場 田無公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 16人（申込順）
講 宇野幸世（パン講師）
￥ 800円（材料費）
　※シュトーレン1本持ち帰り
持 エプロン・三角巾・ふきん・手拭き

タオル・筆記用具
試食
 シュトーレン、ロゼッタクッキー、紅茶
申 12月2日（月）9 時から電話かメー

ルで田無公民館へ

時 ①12月26日（木）14時～ 16時
　 ②12月27日（金）13時半～15時半
場 保谷駅前公民館
対 市内在住・在学の①小学３～５年生

②小学5年生～中学3年生
定 各20人（申込順）
講 友利将吾（私立武蔵高等学校中学

校 数学科教諭）
申 12月３日（火）12時から電話かメー

ルで 保谷駅前公民館へ

時 12月７日（土）13時～ 17時
場 柳沢公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 40人（申込多数の場合は抽選）
講 長澤成次（千葉大学名誉教授）
申 12月５日（木）17時までに電 話か

メールで柳沢公民館へ
主催  
 公民館について考える集い実行委員

会、柳沢公民館

時 12月8日（日）12時45分開場・13
 時開演
場 ひばりが丘公民館
出演団体・内容

・朗読劇の会　りふれ
 「おひさまはあかるい」「息子のテスト」
 「走れメロス」ほか
・マンドリンアンサンブルひばり
 「アニメーション・メロディー」
 「見上げてごらん夜の星を」
 「イタリア旅情」「クリスマス・ソング・

メドレー」ほか
※当日、直接会場に

お越しください。

時 12月22日（日）14時半～ 16時
　 ※14時開場
場 柳沢公民館
定 100人（先着順）
※当日、直接会場にお越しください。

※やぎさわディスコ実行委員会との共催

時 12月27日（金）13時半～16時
場 田無公民館
対 市内在住の小学3年生～中学3年生
定 12人（申込順）
講 書道サークル「桜華会」
持 書道用具・お手本・清書用書き初め用

紙・練習用半紙（5枚）・新聞紙1日分
　※筆は必ず洗ってお持ちください。
申 12 月2 日（月）9 時

から電話かメール
で田無公民館へ

時 ①12月26日（木）13時～16時
　 ②12月27日（金）13時～16時
場 柳沢公民館
対 ①市内在住・在学の外国にルーツ

をもつ小学３～６年生
　 ②市内在住・在学の中学生
定 各10人（申込順）
講 原 桃郷（日本書道教育学会師範）
持 書道道具・お手本・清書用書き初め

用紙
申 12月２日（月）10時から電話かメー

ルで柳沢公民館へ

子ども対象書き初め講座

書き初めに挑戦！ 小・中学生の書き初め講座

柳沢

田無教養講座

教養講座

子ども実践講座

料理講座 子ども対象講座ロビー企画

公民館について考える集い

子ども体験講座
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時
間

に
娘
は
保
育
室
で
１
、２
、３

と
年
齢
の
揃
っ
た
仲
良
し

お
姉
ち
ゃ
ん
や
妹
と
姉
妹

の
よ
う
に
し
て
、
早
く
も

女
３
人
寄
れ
ば
と
遊
ん
で

い
ま
す
。
活
発
な
男
の
子

と
の
鬼
ご
っ
こ
も
大
好
き
。

ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
で
は
自
分
た

ち
で
作
っ
た
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
で
子
育
て
マ
マ
た
ち
と
ス
ト
レ
ッ

チ
。
子
ど
も
た
ち
は
い
つ
も
の
広
い

畳
部
屋
で
の
び
の
び
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
吉
会
館
（
ル
ピ
ナ
ス
）

へ
も
時
々
出
か
け
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

パ
リ
テ（
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
）

主
催
の
保
育
付
き
講
座
で
気
に
な
る

講
座
に
参
加
し
た
り
、
の
ど
か
広
場

で
娘
と
の
ん
び
り
遊
ん
だ
り
し
ま

す
。
の
ど
か
広
場
で
は
毎
日
11
時
半

か
ら
歌
や
お
話
の
時
間
が
あ
る
の
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ひろみさんとはるこちゃん

第 3 回

冬休み 子ども対象事業

【当日の予定】
13：00～14：50
　講演 「市民の自由な学びの場・公 
　民館は、第９次地方分権一括法による 
　社会教育法「改正」でどうなる？」
　長澤成次
14：50～15：30
　西東京市の公民館をとりまく状況
15：40～16：40
　グループの時間
16：40～17：00
　グループ報告とまとめ

【やぎさわディスコ実行委員会とは】
「障がいのある人もない人も一緒に楽
しめる場を西東京市に」と願う市民が
実行委員となり、企画運営しています。

【まちがいさがし・答え】
①ボールの模様②バックボードのライン③コート後ろの英文字（一番左）④左選手の胸の文字⑤右選手のナンバー



2019.12 .1（3） 西東京市公民館だより

時とき 場ところ 対 内 講 申服持￥対象 内容 講師 申込服装持ち物費用等定 連定員 連絡先

CD

植坂 良
（栄町在住）

場 柳沢公民館 ※第２回は郷土資料室、第
５回は下野谷遺跡・東伏見市民集会所

対 市内在住・在勤・在学者
定 15人（申込多数の場合は抽選）
￥ 500円（粘土代・文様の縄代）
申 12月27日（金）17時までに電話で柳沢公民館へ
※ 縄文土器は電気窯で素焼きします。野焼きでは

ありません。

時 日曜日14時～ 16時半
場 柳沢公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 33人（申込順）※公開で実施する第４回は80人
申 12月２日（月）10時から電話かメールで柳沢公民館へ
※２月にフィールドワークを行う予定です。
※１月に御門訴事件についてのロビー展示を行います。
※御門訴事件とは
　武蔵野新田12か村の人々が、明治３年1月、貯蔵米

の供出に反対して、品川県庁への門訴を行いました。

時 土曜日
場 谷戸公民館
対 市内在住・在勤者
定 20人（申込順）
￥ 3,000円（材料費）
持 エプロン・カッターナイ

フ・ハサミ・ラジオペンチ・
定規・目打ち

申 12月2日（月）10時から電話で谷戸公民館へ

時 12月9日（月）・16日（月）・24日（火）10時～12時
場 田無公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 各回15人（申込順）
講 渡邉一孝（映画プロデューサー）
申 12月2日（月）9時から電話かメールで田無公民館へ

　水引による小物づくりと真
ま こ も

菰で手づくりのしめ飾
りを作りませんか。

　国内未公開のフィクション、ドキュメンタリーな
どの映像作品の鑑賞と話し合いのワークショップで
す。全3回です。（１回のみの参加も可）

　下野谷遺跡にも住んでいた縄文人の暮らしをのぞ
いてみませんか。私たちとのつながりを考え、縄文
土器づくりも体験します。

　来年、御門訴事件から150年になります。社会の在
り方が大きく変わる時期、人々は何を求めたのでしょ
うか。事件の背景や経過、その後を見つめます。

回 日　時 内　容 講　師

１ 12月14日
13時～ 16時

正月用小物づくり
（水引を使って装
飾品を作ります）

梶
か じ

 政
せ い

華
か

（政 華 流 水 引
アート主宰）

2 12月21日
12時～ 16時

真菰を使って縄を
綯

な

い、手づくりの
しめ縄を作ります

井上美由紀・
小松高子

（ＮＰＯ法人地
ち だ ま

球
と共に生きる会）

回 内　容 内　容 講　師

１ 1月12日（日）
１０時～12時

下野谷遺跡と縄文時代の暮らし①
「集落、衣食住、生活の知恵」

西東京市
教育部
社会教育
課職員

2 １月19日（日）
10時～12時

下野谷遺跡と縄文時代の文化①
「思考、技、芸術、感性 ～縄文
土器の観察と文様の縄作り～」 東京都埋

蔵文化財
センター
職員3 1月25日（土）

10 時～ 16時

下野谷遺跡と縄文時代の文化②
「思考、技、芸術、感性 ～縄文
土器づくり～」

4 2月8日（土）
10時～12時半

下野谷遺跡と縄文時代の暮らし②
「下野谷集落の立地、竪穴式住
居、冬の暮らし」

都築恵美子
（西東京市文
化財保護審
議会委員）

5 2月29日（土）
13時～15時

下野谷遺跡の縄文時代
「現在から未来へ ～自作の縄
文土器を囲んで語ろう～」

西東京市
教育部
社会教育
課職員

回 内　容 内　容 講　師

１ 12月15日 江戸中期の新田開発から明
治にかけての農民の暮らし 孤 島 法 夫・

西 田 昭 司・
増 田恵 津子

（御門訴事件
を 伝 えて ゆ
く会）

2 12月22日 門訴の発端と事件の経過
～御門訴事件とは？～

3 1月19日 史料から考える御門訴事件

4 1月26日
〔公開講演会〕

幕末維新期の村と百姓

渡辺尚志（一
橋 大 学 大 学
院 社 会 学研
究科教授）

御門訴事件150年
～江戸から明治、この地域の人々は何を考え、行動したのか～

「水引細工・しめ縄づくり」を学びませんか  
　　～もうすぐお正月！！～

見たことのない映像を観る

谷戸

田無

現代につながる
縄文人の暮らし ･ 知恵・芸術

柳沢柳沢 下野谷遺跡から学ぶ 日本の文化を学ぶ講座

映像から見る現代

郷土史講座

申 12月２日(月)9時から平日9時～17時に電話で
柳沢公民館へ

申 12月12日(木)9時から平日9時～17時に電話で
柳沢公民館へ

12月11日（水）14時～
監督：野口博志  
出演：赤木圭一郎　浅丘ルリ子　宍戸 錠 ほか

12月25日（水）14時～
監督：ジェニファー・ユー   
声の出演：笹野高史　木村佳乃 ほか

（1960 年 / 日本 /1 時間 26 分）

（2011 年 / アメリカ /1 時間 30 分）

ムービールーム柳沢柳沢

「拳銃無頼帖 抜き射ちの竜」

【冬休み企画】 「カンフー・パンダ２」

申し込みが

必要
です

場 柳沢公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 50 人（申込順）

※原則として1人で複数の申し込みはできません。
　開場時間は上映開始時間の30分前です。

　

全
３
回
の
講
座
最
終
日
、
南
町
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
き

ら
っ
と
」
第
２
体
育
室
に
ボ
ッ
チ
ャ

の
仮
設
コ
ー
ト
を
用
意
し
ま
し
た
。

22
人
の
参
加
者
は
次
第
に
ボ
ッ
チ
ャ

の
楽
し
さ
や
高
度
な
作
戦
に
夢
中
に

な
り
ま
し
た
。
指
導
に
あ
た
る
の
は

脳
性
ま
ひ
の
障
が
い
が
あ
る
秋
元
講

師
で
す
。
２
回
目
の
講
義
で
彼
女
の

子
ど
も
時
代
か
ら
現
在
ま
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
聴
き
、
ロ
ン
ド
ン
パ

　

10
代
か
ら
70
代
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
」
や
「
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
若

者
支
援
」に
関
心
が
あ
る
延
べ
73
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
は
と
が
ぞ
の
講
師
が
主
宰

す
る
「
コ
ー
ダ
ー
道
場
こ
だ
い
ら
」

（
※
）の
取
り
組
み
か
ら
「
居
心
地
の
よ

い
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
を
作
る
に
は
ル
ー

ル
作
り
や
と
き
に
は
毅
然
と
し
た
態

度
も
必
要
だ
」と
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
ロ
ボ
ッ
ト「
オ

【
報
告
】芝
久
保
公
民
館
主
催

２
０
２
０

 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
講
座

【
報
告
】田
無
公
民
館
主
催

 

地
域
か
ら“
孤
立
”

　

  

を
な
く
す
ヒ
ン
ト
2

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
時
の
映
像
を
見

ま
し
た
。
い
つ
も
前
向
き
に
進
ん
で

き
た
彼
女
自
身
が
電
動
車
い
す
と
専

用
の
靴
で
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
転
が
す

実
技
に
、
み
な
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。

　

視
覚
障
が
い
が
あ
る
竹
内
講
師
も

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
声
の
指
示
に
従

い
、
ゲ
ー
ム
参
加
で
す
。
彼
女
は
長

く
福
祉
施
設
で
相
談
業
務
を
し
た
後
、

新
し
い
道
に
進
ん
で
い
ま
す
。
ゲ
ー

ム
の
後
、
コ
ー
ト
の
脇
で
マ
ッ
サ
ー

ジ
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、
相
手

の
話
を
聞
き
な
が
ら
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。
大
好
評
で
し
た
。

　

参
加
し
た
市
民
、
講
師
、
ヘ
ル

ゾ
ボ
ッ
ト
」と
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
」を
用
い
、

パ
ソ
コ
ン
が
な
く
て
も
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
で
は
「
川
崎
殺
傷
事
件
」
直

後
、「
ひ
き
こ
も
り
」へ
の
偏
見
を
助

長
す
る
よ
う
な
報
道
に
対
し
て
声
明

文
を
出
し
た
恩
田
講
師
の
思
い
を
知

り
、
当
事
者
に
対
す
る
偏
見
や
誤
解

を
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
３
回
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」と
い
う
新
し
い
取
り
組
み
や
、

講
師
が
運
営
す
る
「
場
」に
つ
い
て
知

り
、
地
域
で
で
き
そ
う
な
こ
と
へ
一

歩
踏
み
出
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
身
近
に
感

パ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
職
員
が
一

緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
共
に
同

じ
方
向
を
見
て
過
ご
し
た
時
間
で
し

た
。
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
へ

の
興
味
が
深

ま
り
、
障
が

い
の
あ
る
方

へ
の
理
解
が

一
層
深
ま
っ

た
気
が
し
ま

す
。

じ
た
」「
長
年
ひ
き
こ
も
っ
て
い
た
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
た
い
と
思

い
受
講
し
た
」「
遠
隔
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
い
う
発
想
が
面
白
か
っ
た
」「
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
の
資
料
配
布
が
よ
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

※
コ
ー
ダ
ー
と
は
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

書
く
こ
と
）を
す
る
人
と
い
う
意
味
。

〈吹き替え〉

令
和
元
年
９
月
18
日
～
10
月
２
日（
全
3
回
）

令
和
元
年
７
月
7
日
～
7
月
21
日（
全
３
回
）実
施

第2回講師恩田夏絵さん（左）
とがぞのさん（右）

メールでの
講座申込方法

アドレス：１面参照
件名：講座名
本文：氏

ふ り が な

名・電話番号・
　　　住所・年代
※後日確認メールを送

ります。届かない場
合はお手数ですが、
電話でお問い合わ
せください。

　

私
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
興
味
を

持
ち
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
就
職
し

て
寮
生
活
に
入
り
、
そ
こ
で
知
り

合
っ
た
友
達
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の

良
さ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
当
時
、
少
な
い
給
料
の
中
か
ら

ス
テ
レ
オ
を
購
入
し
、
毎
月
１
枚
直

径
30
㎝
の
レ
コ
ー
ド
を
買
い
、
好
き

な
曲
に
入
り
込
ん
だ
。
最
初
は
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
や
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
な
ど
の

超
有
名
作
曲
家
の
音
楽
か
ら
入
っ
た

が
、
そ
の
う
ち
に
徐
々
に
東
欧
の
音

楽
に
も
入
っ
て
い
っ
た
。
ハ
ン
ガ

リ
ー
や
チ
ェ
コ
の
作
曲
家
の
音
楽
は
、

そ
の
地
方
に
伝
わ
る
民
族
音
楽
の
要

素
を
取
り
込
ん
だ
も
の
で
、
何
と
も

言
え
な
い
憂
愁
を
感
じ
る
と
こ
ろ
に

惹
か
れ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
言
え
ば

ピ
ア
ノ
の
魔
術
師
リ
ス
ト
で
あ
り
、

有
名
な
曲
と
し
て
は
「
ハ
ン
ガ
リ
ー

狂
詩
曲
」な
ど
で
、
チ
ェ
コ
で
は
ス

メ
タ
ナ
の
「
わ
が
祖
国
」
な
ど
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
く
、
い
つ
か
そ
ん
な

国
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。

　

会
社
生
活
も
長
く
な
り
、
あ
る
程

度
自
由
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
こ

れ
ら
の
国
を
訪
問
し
た
。
な
か
で
も

悠
久
の
ド
ナ
ウ
川
が
流
れ
る
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
ブ
タ
ペ
ス
ト
や
チ
ェ
コ
の
プ

ラ
ハ
な
ど
を
廻
っ
た
時
の
感
動
は
忘

れ
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
国
は
そ
の

民
族
性
と
共
に
悲
し
い
歴
史
を
持
っ

て
い
る
こ
と
も
私
の
心
に
訴
え
か
け

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
ハ
ン
ガ
リ
ー
狂
詩
曲
」

　
フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト

「
わ
が
祖
国
」 

ベ
ド
ル
ジ
フ
・
ス
メ
タ
ナ
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時とき 場ところ 内内容 連連絡先

学
び
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
歓
迎
。

第
２
・
４
水
曜
日
／
10
時
～
11
時
半

／
谷
戸
公
民
館
／
入
会
金
２
千
円
・

月
額
２
千
500
円

墨
礼
会

美
文
字
を
め
ざ
し
て
一
緒
に
楽
し
く

学
び
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
。

月
２
回
木
曜
日
／
10
時
～
12
時
／
保

谷
駅
前
公
民
館
／
入
会
金
千
500
円
・

月
額
千
500
円

ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
土
曜
の
会

元
Ａ
級
プ
ロ
講
師
が
基
本
動
作
か
ら

指
導
。
シ
ニ
ア
、
経
験
者
、
歓
迎
。

月
３
回
土
曜
日
／
14
時
～
17
時
／
保

谷
駅
前
公
民
館
ほ
か
／
入
会
金
千

円
・
月
額
３
千
500
円

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
保
谷

一
流
プ
ロ
の
親
切
指
導
で
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
よ
う
。
初
心
者
歓
迎
。

第
３
土
曜
日
／
18
時
～
20
時
／
柳
沢

公
民
館
／
月
額
２
千
円

　
メ
ン
ズ
ク
ッ
キ
ン
グ
い
ろ
は

料
理
の
基
本
、
一
緒
に
料
理
を
作
り

ま
し
ょ
う
。
初
心
者
の
男
性
向
け
。

月
１
回
第
１
ま
た
は
第
３
土
曜
日
／

９
時
半
～
13
時
／
保
谷
駅
前
公
民
館

／
入
会
金
500
円
・
月
額
２
千
円

め
る
曲
を
揃
え
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
お

誘
い
あ
っ
て
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

12
月
７
日

（土） 
13
時
半
開
場
・
14
時
開 

演
／
保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル

ク
ラ
ン
グ
コ
ー
ア
・

第
3
回
定
期
演
奏
会

ク
ラ
ン
グ
コ
ー
ア

　

結
成
３
年
目
の
混
声
合
唱
団
が

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
伴
奏
で
歌
い
ま
す
。

曲
目
：
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
ミ
サ
曲
２
番
・

武
満
徹
う
た
Ⅰ
＆
Ⅱ
よ
り 

ほ
か

12
月
15
日

（日） 

13
時
半
開
場
・
14

時
開
演
／
保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル 

／
入
場
料
２
千
円

川
柳　

柳
朗
会

川
柳
で　

心
豊
か
な　

友
が
増
え

見
学
歓
迎

第
２
・
４
木
曜
日
／
13
時
～
16
時
／

田
無
公
民
館
ほ
か
／
月
額
千
200
円

住
吉
英
会
話
サ
ー
ク
ル

イ
ギ
リ
ス
人
講
師
を
囲
ん
で
の
英
会

話
で
す
。
中
級
。
見
学
可
。

月
４
回
水
曜
日
／
14
時
～
15
時
／

住
吉
会
館
（
ル
ピ
ナ
ス
）／
入
会
金

３
千
円
・
月
額
３
千
円

爽
書
会

毛
筆
・
ペ
ン
習
字
を
楽
し
み
な
が
ら

公
民
館
運
営
審
議
会

※
希
望
す
る
方
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

時場内連

お
た
の
し
み
川
柳

編

集

後

記

記
念
日
に
ち
な
ん
だ
ま
ち
が
い
さ
が
し
絵
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ま
ち
が
い
は
5
つ
。
解
答
は
2
面
下
に
。

12
月
18
日

（水） 

18
時
半
～

柳
沢
公
民
館

事
業
計
画
・
報
告
に
つ
い
て

柳
沢
公
民
館

☎
042
・
464
・
８
２
１
１

活か
っ
し
ゃ
れ
ん

写
恋

半
年
ご
と
に
写
真
展
を
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
文
化
を
創
る
写
真
サ
ー
ク
ル
。

不
定
期
／
保
谷
駅
前
公
民
館

ピ
ッ
コ
ロ
音
楽
館

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
一
緒
に

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
経
験
者
問
わ
ず
。

月
１
回
土
曜
日
／
18
時
～
20
時
／
保

谷
駅
前
公
民
館
／
1
回
千
円

ら
・
ら
・
ら
体
操
教
室

ス
ト
レ
ッ
チ
、
リ
ズ
ム
体
操
、
脳
ト

レ
で
み
ん
な
と
体
操
。
笑
顔
一
杯
。

毎
週
水
曜
日
／
９
時
半
～
11
時
／
ひ

ば
り
が
丘
公
民
館
／
月
額
２
千
500
円

ゆ
か
い
な
英
語
サ
ー
ク
ル

初
級
英
会
話
を
楽
し
く
学
ん
で
い
ま

す
。
見
学
は
自
由
で
す
。

第
２
火
曜
日
・
９
時
50
分
～
12
時
、

第
４
火
曜
日
・
10
時
～
11
時
／
富
士

町
福
祉
会
館
／
入
会
金
千
円
・
月
額

３
千
円
／
60
歳
以
上
対
象

ス
ケ
ッ
チ
の
会

水
彩
画
を
楽
し
む
仲
間
で
す
。
初
心

者
も
大
歓
迎
。
見
学
ど
う
ぞ
。

月
３
回
土
曜
日
／
９
時
半
～
12
時

半
／
柳
沢
公
民
館
ほ
か
／
入
会
金

２
千
円
・
年
会
費
２
千
円
・
３
カ 

月
ご
と
に
５
千
円

日
曜
登
高
会

季
節
の
山
々
を
楽
し
み
ま
す
。
登
山

口
ま
で
貸
し
切
り
バ
ス
で
楽
々
登
山
。

月
１
回
以
上
日
曜
日
ほ
か
／
近

郊
か
ら
北
・
中
・
南
ア
ル
プ
ス
ま

で
／
入
会
金
千
円
・
年
額
３
千
円 

※
金
額
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。

「
公
民
館
だ
よ
り
」の
原
稿
締
め

切
り
が
早
ま
り
ま
す

　

令
和
2
年
２
月
１
日
号
の
原
稿
締

切
日
は
、
年
末
年
始
の
休
日
の
関
係

で
下
記
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

掲
載
を
希
望
す
る
サ
ー
ク
ル
は
、
お

早
め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
月
１
日
号　

12
月
16
日
（
月
）

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

　

公
民
館
は
、
令
和
元
年
12
月
29

日
（
日
）
か
ら
令
和
２
年
１
月
３
日

（
金
）ま
で
休
館
し
ま
す
。
部
屋
・
ロ

ビ
ー
・
印
刷
機
な
ど
、
利
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

エ
コ
紙
ト
ン
ボ
工
作
教
室

New
カ
レ
ッ
ジ
広
場

　

牛
乳
パ
ッ
ク
で
と
っ
て
も
よ
く
飛

ぶ
紙
と
ん
ぼ
を
作
り
ま
す
。
ク
リ
ス

マ
ス
の
お
み
や
げ
も
あ
る
よ
！　

園

児
、
小
学
生
、
親
子
も
参
加
で
き
る
よ
。

時 

12
月
22
日

（日） 

13
時
半
～
15
時
半

場 

田
無
公
民
館

定 

30
人
（
先
着
順
）

講 

鬼
塚
末
男（
エ
コ
ト
ン
ボ
の
会
会
長
、

　

  

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
工
作
指
導
）

創
立
25
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

保
谷
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
ア
カ
デ
ミ
ー

　

25
年
を
振
り
返
る
数
々
の
思
い
出

の
曲
を
演
奏
し
ま
す
。
合
奏
や
独
奏

に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
を
お
た
の

し
み
く
だ
さ
い
。

12
月
３
日

（火） 

12
時
半
開
場
・
13
時 

開
演
／
コ
ー
ル
田
無

第
10
回
定
期
演
奏
会

ウ
イ
ン
ズ
パ
ス
ト
ラ
ー
レ
楽
団

　

今
年
で
10
回
目

に
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
と
楽
し

　

公
運
審
で
の
審
議
や
活
動
内
容
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
会
議
開
催
日
と
主
な
内
容
】

定
例
会
９
月
25
日
・
10
月
23
日

１
公
民
館
主
催
事
業

　

令
和
元
年
度
公
民
館
主
催
事
業
計 

　

画
・
事
業
報
告

２
報
告
事
項

　

行
政
報
告
／
公
民
館
だ
よ
り
編
集
室 

　

報
告
／ 

都
公
連
関
係
報
告　

ほ
か

３
協
議
・
確
認
事
項

　

公
民
館
事
業
評
価
２
次
評
価　

ほ
か

　

公
民
館
で
は
毎
年
、
前
年
度
実
施
し

た
事
業
に
つ
い
て
「
事
業
評
価
」を
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
公
民
館
が
持
つ
機

能
の
充
実
を
め
ざ
し
、
事
業
の
改
善
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で

す
。
公
民
館
の
事
業
方
針
や
行
わ
れ
た

事
業
内
容
が
果
た
し
て
市
民
に
と
っ
て

よ
か
っ
た
か
、
実
績
を
検
討
し
、
来
年

度
の
運
営
に
活
か
し
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
主
催
者
の
公
民
館
側
が
行

う
１
次
評
価
の
ほ
か
に
、
公
民
館
運
営

審
議
会
が
行
う
２
次
評
価
が
あ
り
ま
す
。

第
10
期
公
民
館
運
営
審
議
会
は
、
平
成

30
年
度
事
業
に
つ
い
て
２
次
評
価
を
行

い
、
評
価
表
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

２
次
評
価
は
市
民
の
公
民
館
運
営
審

議
会
委
員
に
よ
る
評
価
で
す
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
の
見
方
で
厳
し
く

検
討
し
、
来
年
度
の
公
民
館
の
運
営
や

よ
り
よ
い
講
座
を
開
く
た
め
、
多
く
の

意
見
を
元
に
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新

し
い
課
題
も
つ
け
加
え
る
な
ど
、
市
民

の
視
点
か
ら
見
て
考
え
ま
し
た
。

※タッチの違いや色の濃淡は間違いに含みません。

今
月
の
お
題
「
暮
」

2
月
号
の
お
題

締  

切

 「 

テ
レ
ビ 

」
で
す

12
月
25
日

（水）

編
集
室
で
は
、
み
な
さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
お
近
く
の
公
民
館
に
郵
送
、

メ
ー
ル
、
持
参
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

楽
し
み
に
待
つ
身
贈
る
身
暮
だ
よ
り	

太
田
照
子

け
や
き
の
木
年
の
暮
に
は
は
だ
か
ん
ぼ	

東
車	

泣
き
暮
れ
る
連
な
る
島
弧
台
風
禍	

博
康	

12月21日 バスケットボールの日
　1891 年にジェームズ・ネイスミス博士に
より考案され、同年12 月21 日にマサチュー
セッツ州の国際ＹＭＣＡトレーニングスクー
ルで初めてのゲームが行われました。ここ
からバスケットボールの日となりました。

【作画者】大澤琉
りゅうせい

生（中学2 年生）

は
い
ま

　

今
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
と
同
様
の
感
動
を
期
待
し

て
、
来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
チ
ケ
ッ
ト
抽
選

に
申
し
込
ん
だ
。
パ
ラ
は
い
く
つ

か
獲
得
し
た
が
、
ボ
ッ
チ
ャ
は
外

れ
て
し
ま
っ
た
。　
　
　
　
　

 

（け）

公
運
審
委
員　

渡
部
國
夫

９
月
・
10
月
の
活
動
報
告

　冬、台湾では鍋料理をよく食べま
す。とりの「麻

マ ユ チ

油鶏」、あひるの「薑
ジ ャ ム ヤ

母鴨」、
ヤギの「羊

ヤ ン ロ ル

肉爐」、いろいろな薬膳鍋。
ごま油としょうが、お酒をたっぷり入
れて、お肉とクコの実を一緒に煮込み
ます。食べると体が温まります。でも、
酔ってしまうので、気をつけて！
　定番の主食は「麺線」。日本の素麺
とほぼ同じですが、素麺よりちょっと

長いです。スープにつけて食べます。
　具材もいろいろあります。豆腐、野菜、きのこ…。日本にはない具
材もあります。「米

ミ セ

血」は、お米と鶏またはあひるの血を一緒に混ぜ
て蒸したもの。黒い豆腐のように見えますが、歯ごたえがあります。

「蛋
タ ン

餃
ギョウ

」は、餃子に似ていますが、皮は卵でできています。

麻油鶏の具材

呉
ウ

泓
ホ ン イ

儀さんが紹介してくれました。
呉泓儀さんは、今年６月に家族で来日。２歳と
１歳のお子さんがいます。現在、柳沢公民館の「子
育て中の外国人女性のための日本語講座」で学
んでいます。

台湾の鍋料理世界の料理


